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ヒキガエル類は脊椎動物に対して強心作用をもつ抗捕食者用の毒を備えてお

り，多くの捕食者にとって危険な餌となっている．そのためヒキガエル類を利

用する捕食者はふつう，この毒に対する耐性，もしくは特に毒量の多い耳下腺

や皮膚腺を含む真皮組織を避け，それ以外の器官．組織のみを摂食する行動を

身につけている．ヘビ類はそのほとんどが餌を丸のみにする．したがってこの

群がヒキガエル類を餌とするには，解毒のための生理的メカニズムを発達させ

るしかないと考えられる．北アメリカに生息するシシバナヘピ属（HとrerD血"）

はヒキガエル類を専食する一群で，同時に幼体時より体サイズに比して大きな

副腎をもつことが知られている．副腎が肥大する傾向は，ヒキガエル類を餌項

目に含むガーターヘピ属（、αｍ"ophjs）やヨーロッパヤマカガシ属（Mi1jrix）に

も見られ，そのためヘビ類における副腎の肥大とヒキガエル毒に対する解毒作

用の強化との関連が推測されている．しかしこれまでに行なわれた研究では比

較の対象が，必ずしも系統的慣性の影響を排除できる形では選択されておらず，

そのため上記のような因果関係には疑問も残されている．

そこで本研究では，ヒキガエル毒への耐性に変異があり，かつ全体として単

系統群をなす東アジアのマダラヘビ属（α"odb"）３種・亜種の間で体サイズに

対する畠'１腎サイズの割合を比較し，毒耐性の高さと副腎の肥大との関連性につ

いて，より厳密な検討を試みた．その結果，野外で実際にヒキガエル類を餌と

して利用し，かつ実験下で高い毒耐性を示すアカマダラでは，ヒキガエル類か

ら二次的に隔離され，より低い毒耐性を示す琉球列島のマダラヘピ類と比べ，

副腎が相対的に大きい傾向が認められた．この結果はヘビ類における副腎の相

対的な大きさが，ヒキガエル毒に対する解毒力と強く関連していることをあら

ためて示唆している．


